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MGST1; GST12; MGST; Microsomal glutathione S-transferase 1; Microsomal GST-1;
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	応用
	抗原情報
	背景
	MAPEG（エイコサノイドおよびグルタチオン代謝における膜関連タンパク質）ファミリーは、6つのヒトタンパク質から構成され、そのうち2つは炎症の重要なメディエーターであるロイコトリエンおよびプロスタグランジンEの産生に関与しています。グルタチオンS-トランスフェラーゼおよびペルオキシダーゼ活性を示す他のファミリーメンバーは、毒性、発がん性、および薬理活性を持つ求電子化合物に対する細胞防御に関与しています。この遺伝子は、グルタチオンの求電子化合物への抱合および脂質ヒドロペルオキシドの還元を触媒するタンパク質をコードしています。このタンパク質は小胞体およびミトコンドリア外膜に局在し、これらの膜を酸化ストレスから保護すると考えられています。この遺伝子には、非タンパク質コードおよびタンパク質コードを含む複数の転写バリアントが見つかっています。 [RefSeq提供、2012年5月],触媒活性：RX + グルタチオン = HX + R-S-グルタチオン。,酵素調節：精巣を除き、N-エチルマレイミドによって活性化される。,機能：還元型グルタチオンを、様々な外因性および内因性の疎水性求電子剤と抱合する。幅広い基質特異性を有する。,類似性：MAPEGファミリーに属する。,サブユニット：ホモ三量体。,組織特異性：肝臓で高発現。,
	研究分野
	グルタチオン代謝;シトクロムP450による異物代謝;薬物代謝;
	画像データ
	

	MGST1抗体を用いたHeLa細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	MGST1 抗体を使用した RAW264.7 細胞の溶解物のウエスタン ブロット分析。

